	2019年度JCM応募相談・参画促進に関するヒアリングシート

	面談に関する情報

	管理No.
	（記入不要）

	ご回答日（面談日）
	2019年　　月　　日

	ご回答方法
	メール（2019年　　月　　日）／面談（於　　　　　　　　　　　　）

	面談出席予定者
※企業と名前を明記
	

	GEC対応者
	（記入不要）

	事業ご担当者様情報

	ご回答事業者名
	

	ご担当者ご所属
	

	ご担当者氏名
（又はご回答者）
	

	メールアドレス
	

	電話連絡先
	

	事業情報

	応募予定
	2019年度 ／ 2020年度 ／ 検討中（提案時期：　　　　　　頃　）

	パートナー国
	

	代表事業者名
※必ず日本法人であること
	

	共同事業者名
（現地企業またはSPC）
	

	事業名および概要
	事業名：
概要：


	総事業費（千円）
	

	補助対象経費
(補助金申請額①)
（千円）
	合計		千円　（	　　　千円：①）
（内訳）2019年度：		千円　（	千円）
2020年度：		千円　（	千円）
2021年度：		千円　（	千円）

	補助率（見込）
※上限50%だが、過去の類似件数によって異なる
	

	事業期間
※設備稼働までの期間
	１年  /  2 年  /  3 年

	対象サイト
	　

	主な導入設備
(メーカ・定格など)
	　

	法定耐用年数：②
及びその根拠
	年（根拠※：　　　　　）
※『減価償却資産の耐用年数等に関する省令』耐用年数表を参照して記載

	想定年間CO2排出削減量：③
	tCO2／年（平均）
（※GHGとCO2が異なる場合は併記）

	補助金費用対効果
①÷（②×③）
	　　　　円／tCO2

	事業性
※補助金ありの投資回収年数は3年以上を基準とする
	投資回収年数：　　年（補助金なし）、　　　年（補助金あり）
IRR：　　　　　　%（補助金なし）、　　　%（補助金あり）

	代表（共同）事業者の意思決定状況
	

	必要な許認可等（取得予定年月）
	

	資金調達方法および協議状況
	

	関連する政府調査
・補助事業実績
	

	[bookmark: _GoBack]補助金が必要な理由
	

	提案に向けた課題および作業目標
	

	課題に対する対応状況
	

	その他ご質問やご要望など
	


以上
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